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1.は じめ に
　中国のビール生産量は13億人強の人口と
国家主導の経済成長に支えられへ2002年に
世界No.1となった後 も9年連続で トップを
維持し現在 も拡大している。現在の生産量
は、世界2位 のアメリカの倍近くあり圧倒的
なNo.1である。一方、日本のビール生産量
は少子高齢化の影響を受け減少している。ア
サヒビールは今後継続的に成長することを目
指 し、将来的に継続的な成長を図るため、中
国のビール市場に1994年、伊藤忠商事株式
会社 と共同で中国に進出した。本 日は中国
ビール産業の成長を振 り返りながら、現在ま
での取り組みについてご説明したい。
2.会 社の紹介
アサヒグループホールディングス株式会社
　　　 (Asahi　Group　Holdings,　Ltd.)
本社所在地　〒130-8602
　　　　　 東京都墨田区吾妻橋1-23-1
?
?
?
?
?
?
資本金
業務内容
従業員数
連結売上高見込
1949年(昭和24年)9月1日
代表取締役社長 兼COO
　　　　　　　　 泉谷 直木
182,531百万円
グループの経営戦略 ・経営管理
約240人(2011年7月1日現在)
　　14,90(〉億円
　　　　(2011年12月期予想)
(※吸収分割を行ったアサヒビール株式会社
が、2011年7月1日商号変更を行い、純粋
持株会社のアサヒグループホールディングス
株式会社になりました)
朝日碑酒(中国)投資有限公司
所在地　　　〒200041
　　　　　 上海市静安区南京西路1168号
　　　　　　　　　 中信広場7F　712室
法定代表人 山暗 史雄
　　　　　　(アサヒグループホールディン
　　　　　 グス㈱常務執行役員中国総代
　　　　　 表)
アサヒグループホールディングス株式会社の
100%出資の子会社
事業内容　 ・上海、深セン、大連に分公司を
　　　　　 通じてアサヒブランドの現地
　　　　　 販売
　　　　　・深セン青島哩酒朝日有限公司
　　　　　 29%出資
　　　　　・生産、管理、営業部門をおき、
　　　　　 事業会社の経営管理を実施
3.ア サ ヒグループ経営理念
　アサヒグループは、最高の品質と心のこ
もった行動を通 じて、お客様の満足 を追求
し、世界の人々の健康で豊かな社会の実現に
貢献します。
4.ア サ ヒビールの中国へ 進出
(1)1990年代
　欧米を中心とした大手ビールメーカーは、
国内市場の停滞により海外に活路を探 してい
た。将来性のある市場として中国を注目し、
世界中の大手有力企業は中国への資本参加 を
進めてきた。アサヒビールは1994年、伊藤
忠商事株式会社 と共同でChina　Strategic
Investmentビールホールディング社の株式
を取得し、傘下の杭州西湖ビール朝日有限公
司、福建泉州清源ビール朝日有限公司、嘉興
海燕ビール西湖朝日有限公司の3社に資本参
加 した。現地会社に経営参加 し、生産技術 ・
品質の向上を実現したうえで、「アサヒブラ
ンド」のビール製造販売を進める戦略であっ
た。中国華東、華南地区の進 出に続 き、北
京、中国東北部に生産拠点を確保するため
に、1995年、伊藤忠商事 と共同でChina
Brewert(Holding)Limitedの株式を取得
し、北京ビール朝日有限公司と煙台ビール朝
日有限公司に経営参加を図った。煙台ビール
朝 日有限公司では1996年にアサヒブランド
を発売、1998年にはスーパー ドライの現地
生産を開始 し、上海、北京などの主要都市で
発売を開始 した。1997年には青島ビール、
伊藤忠商事、住金物産との合弁で深セン青島
ビール朝日有限公司を設立 した。環境を配慮
した中国No.1レベルの工場を目指 し、設立
当初の同工場の生産能力は10万kPであり、
1999年か らスーパー ドライの製造を開始 し
た。
(2)2000年代　前半
　北京ビール朝日有限公司は北京市中心部の
工場で北京ブランドを製造販売していたが、
2008年のオリンピック開催 に伴い、北京中
心部の工場を北京郊外へ移転する必要性が生
じてきた。移転を期にこれまでの老朽化した
工場を改め、最先端の生ビール技術 と環境保
全技術を盛 り込んだ工場を目指した。新しく
生まれ変わった北京ビール朝日有限公司の生
産規模は当初5万kPでスター トし、順次10
万k¢までの生産規模 を拡大する計画であっ
た。杭州西湖 ビール朝日有限公司は1994年
の資本参加以降好調に販売量を増やしてき
た。製造能力が限界にきたことから2006年
i江省の湖州に工場を設立 し、環境にやさし
い工場を目指 した。当初10万㎏からスター
トし、順次生産規模を拡大する計画であっ
た。一方、旧態依然の企業体質から抜け出せ
ないままきた福建泉州清源ビール朝日有限公
司は2004年に事業売却、嘉興海燕ビール西
湖朝 日有限公司は2003年に企業譲渡の形で
撤退 した。
　1994年の中国進出以降、一貫して中国の
現地会社に経営参加し、生産技術 ・品質の向
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上を実現 したうえで、「アサヒブランド」の
ビール製造販売を進める戦略をとってきた
が、中国ローカルブランドしか持たなかった
ため、収益性の向上や成長性の面で限界を感
じていた。
(3)2000年代　後半
　中国全土で展開している大手有力企業は基
盤エリアの強化を図ると同時に、戦略的開拓
エリアには多額の販促費を投入し、事業の拡
大を図ってきた。資金力で見劣りするmカ
ルブランドは淘汰され始め、2007年以降は
大手企業によるローカルブランドの集約が加
速度的に進み出した。弊社が経営参加してい
る現地会社 も例外でなく、業績が急激に悪1ヒ
し始めた。現地会社と大手とのアライアンス
先を模索していたアサヒビールと山東省の基
盤を磐石なものにしていきたい青島ビール両
社の希望がかない、2008年11月、煙台ビー
ル朝日有限公司に青島ビールの資本を受け入
れた。青島ブランドのOEM製 造受託 と煙
台ビール朝日有限公司の販売部門を青島ビー
ルの販売会社と一体化による製販分離によっ
て工場稼働率UPと 営業の効率化、市場での
影響力強化が図れた。深セン青島ビール朝日
有限公司、煙台ビール朝日有限公司の2社の
合弁・事業が成功し、アサヒビールと青島ビー
ルの提携関係は深まってきた。アサヒビール
は現地会社への青島ビールの資本受け入れに
より業績回復を図ると同時に、これまでの
ローカルエリァに絞った戦略から中国全土へ
の拡大を検討し始めた。
(4)青島ビールへの資本参入
　2009年青島ビールとの提携 をさらに強化
するため、アサヒビールはアンハイザー ・
ブッシュ ・インベブ社が保有する青島ビール
の株式1999%を購入し資本参加 した。青島
ビールの中国におけるブランドカ、事業基
盤、アサヒビールの生産、品質管理、商品開
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発技術など、両社の優位性を最大限に発揮
し、両社の企業価値向上を図ることが期待 さ
れた。アサヒビールから役員2名 が派遣さ
れへ戦略的提携パートナーとして取 り組みが
スター トした。資材の共同調達、相互製造、
青島ビールの販売網を活用 したアサヒブラン
ドの拡大を目指した。
　2009年青島ビールへの資本参加は、アサ
ヒビールの中国ビール事業戦略を大きく飛躍
させる可能性をもったものである。販売エリ
ァーつをとっても、これまでの自社工場の周
辺エリアに限定した戦略から中国全土をター
ゲ ットとして考えられるなど、これまでの
ローカルブランドのみによる・事業戦略とは全
く異なるものとなった。
　青島ビールへの資本参加について少し当時
の状況を触れることとする。リーマン危機を
発端とする世界的な金融危機前後の時代背
景、機関決定のタイミング及び青島ビールと
の10年以上に渡る友好関係等全てが好転す
るなかで実現したものと考えている。緒手続
きにおいては目まぐるしく変わる中国、香港
の各規制をクリアする必要があり、資本参加
の意思決定後にも様々なハードルを乗り越え
なければならなかった。グローバルな事業再
編が活発化 し、中国における審査機関の対応
も厳 しくなったことも困難にした要因であ
る。2008年8月1日に独禁法が施行 された
ことは周知の事実だが、独禁法の審査は申請
する側も審査する側も手探 り状況であり、非
常にタイ トなスケジュールの中で進めなくて
はならなかった。中国におけるアサヒビール
のシェアは小規模であることから影響も少な
く審査 も簡単なものと考えていたが、逆に独
禁法施行後始めての大型案件であったため追
加資料の要求が多 く時間を要した。結果とし
て機関決定してから約半年の期間を経て正式
に資本参加の手続きが完了した。
(5)現　在
　 中国全土で展開している大手有力企業の買
収による事業拡大は従来のローカルブランド
買収から発展し、大手が大手ブランドを買収
するようになってきた。大手同士の販売競争
が激しくなり、上位集中がますます進んでき
ている。参考までに中国大手ビール会社の生
産量は華潤雪花 ビール、青島ビール、燕京
ビールが トップ3社、 トップ3に続 くのが河
南省の金星ビール、重慶の重慶ビールであ
る。潤沢な資金をもとに華潤雪花ビールはス
ピード感のあるM&Aを 実行 し、2010年度
は933万kQまで生産量を拡大し、2位 の青島
ビール640万k¢と差を広げた。華潤雪花ビー
ルは2011年度には1000磁を超える見通し。
一方、売上高、利益面は青島ビール、華潤雪
花ビール、燕京ビールの順である。他社に比
べて高級価格帯の比率が高い青島ビールが
トップを維持する。 しかし、生産量の差より
売上高、利益では差が縮まってきている。
　アサヒビールは強みである生産技術と品質
管理を活かし、戦略的パー トナーである青島
ビールは中国における商品ブランドカと事業
基盤を活か し、 ともに一体 となって中国
No.1ビール会社 となることを目標にしてい
る。
　アサヒビールの作るビールはお客様が求め
ているものよりオーバースペックとなってい
るか ら販売が苦戦するのではないかとアドバ
イスをいただくことがある。一方、現在の中
国における食の安全については問題が多いた
め、食の安全を更に追求してアサヒビールら
しい安全 ・安心のビールを販売し続けてほし
いという声 も聞く。どちらも正解である。
我々アサヒビールはビールという飲料を通
じ、お客様の求めている以上のものを提供 し
続けなければならない使命を持っている。こ
れからもビール事業を通 じて、チャレンジを
続け、お客様の求める商品を中国のどこでも
飲んでいただけるようにしていきたい。
